
～間もなく春本番!サクラの谷を訪ねて～ 

平成 25年３月 10日 

 ＮＰＯ法人・四季の森『里山研究会』 

 ～散るさくら海青ければ海に散る～ 

高屋窓秋の句です。この句が戦没学生の青春を詠んだ句であるのかは分かりませんが、   

【同期の桜】に歌われているように、日本人は今日まで精神の拠り所として【桜】をこよなく愛でて

きました。 

～ただ散るだけの花の命だとしたならば 

           この国の人たちは、この花をこんなに深くは愛さない～ 

  

 

 

 

 

『早春の野草を見つけよう！』『梅の樹の不思議！』一緒に観察しましょう！

http://satoyama-shiki.sakura.ne.jp/ 

  

 

         

自然観察会 

 

 

 

 

 


